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1. 研究所のご紹介

2. 北日本の電力需要と再生可能エネルギー

3. 陸上風力と地域

4. 洋上風力と地域

5. まとめ
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国立大学法人弘前大学 地域戦略研究所
Institute of Regional Innovation (IRI)
ミッション：エネルギー・食料を軸とした地域支援や研究開発

2018.4～

戦略企画部門

食料科学研究部門 食料科学研究所

エネルギー材料工学研究室
エネルギー変換工学研究室
地球熱利用総合工学研究室
風力・海洋エネルギー研究室

新エネルギー研究部門 北日本新エネルギー研究所
(松原地区)

(柳川地区)

海洋エネルギー利活用研究室

食品研究室
水産研究室
地域食料研究室
国際食料研究室
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マイクロ風力揚水システム

積雪寒冷地での
太陽光パネル

太陽光・風力
ハイブリッド
養殖システム

地熱資源探査
マイクロ風力送気システム

大型風力発電システム

地域戦略研究所

地下熱水探査

バイオマス小型ガス化炉ブランド食品プロデュース 食の地域振興

HIROSAKI
AOMORI
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北日本の電力需要と再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ(2017年度）
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再生可能エネルギー発電実績と電力需要の地域特性
・1月に需要ピーク（エアコン暖房）
・青森・秋田の再生可能エネルギー率が高い。
（全国：再生可能エネルギー発電量／電力需要=3.4%）

・再生可能エネルギー構成は地域によって多様

再エネ発電量／電力需要=9.4%
バイオマス>風力>太陽光

再エネ発電量／電力需要=17.9%
風力>バイオマス>太陽光

再エネ発電量／電力需要=8.5%
地熱>風力>太陽光

再エネ発電量／電力需要=16.7%
風力>地熱>バイオマス
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陸上風力と地域（現状と将来）

既設風車の年齢構成（高齢化が進む）

メンテナンスロボットによる機械化例
弘前大学理工学研究科竹囲研究室
合同会社TAKEI Enterprise
LEBO ROBOTICS株式会社
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陸上風車の地域特性（北日本が全国の1/3）
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陸上風力と地域（風車の年齢構成）

10歳

20歳

青森は１５歳の風車が全体の1/3で、このままでは4年後には2/3になる。
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陸上風力と地域（ﾒﾝﾃﾅﾝｽのｱﾝｹｰﾄ例）
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地域のメンテナンス会社のアンケート結果発電事業者のアンケート結果

今後のニーズ増大に備え
事業者・メーカとの協業

形態を模索
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洋上風力と地域（風況調査）
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洋上における局所風況シミュレーション（本田）

広域風況マップ（NeoWins by NEDO)

定期フェリーによる風況観測(本田)

合成開口レーダーによる風況観測
弘前大学理工学研究科 島田研究室

候補地域抽出時の概略検討
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洋上風力と地域（洋上での風況ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ）

風向：西（） 風向：東（)

風況解析対象領域

洋上でも、風上・風下にある周辺地形の影響が少なくない。

2019年1月の風向頻度分布 2018年7月の風向頻度分布
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・海洋再生可能エネルギー発電設備の整備に係る海域の利用の促進に関する

法律が2019年4月に施行され、入札の配点案も検討されている。（下図）

洋上風力と地域（しくみ）
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国
↧

事業主 ⇔ 地域

（国は仲人？）
出典）資源エネルギー庁、「交通政策審議会港湾分科会環境部会洋上風力促進小委員会」 合同会議 中間整理、2019.4

地域の役割は少なくない。



地域戦略研究所Institute of Regional Innovation

・洋上風力発電設備量の55％相当の環境アセスメントが行われている青森

県内で，漁業者の受入れ可否，懸念，条件，期待をアンケート調査

洋上風力と地域（漁業との共存・共栄）
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出典）桐原、「洋上風力発電と漁業との共生について」、
金属 Vol.89(2019) No.4, pp323-330

漁業者の懸念

受入の条件

漁業者の期待

反対：17%、わからない：12%、「受け入れてよい：12%」と
「条件によっては受け入れる：58%」を合わせると70%、との回答
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・海洋再生可能エネルギー発電設備の整備に係る海域の利用の促進に関する

法律が2019年4月に施行され、地域での理解促進が重要（下図）

洋上風力と地域（理解促進）
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各地域で実施中で、持続的な活動が必要。
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青森県ｿﾞｰﾆﾝｸﾞ（４海域→２海域）
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２海域以外の検討を妨げるものではない。
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青森県ｿﾞｰﾆﾝｸﾞ（２海域内の条件整理）
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法令上は

「届出が必要」
(許可は不要) ？
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ゾーニング後は？

• 地域：水深50m以下の着床式風力発電設備対象の抽出

• 国：洋上風況および海底地盤調査（３か月？）

• 協議会：利害関係者を含めた調整（実態は国？地域？）
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中長期的に
取り組む必要
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洋上風力発電のキャッシュフロー例（英国）
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capital expenditure (CAPEX)～初期資本に係る支出
operational expenditure (OPEX)～運転に係る支出

10年ごしのｺｽﾄﾀﾞｳﾝ 地域でできる
事は？
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まとめ

• 地域とは？都道府県？市町村？コミュニティー？

• 事業者の経済性向上に、地域において有効な協業を模索し、脱植民地。

• 風力発電は、地域資源を地域の活性化に繋げられる可能性がある。

地域は、風力発電において植民地なのか？

• 地域のビジョン（農林水産、観光）との結びつきを模索。

• BOPを含むサプライチェーンに関連する、地域での産業振興。

• 市場は地域＞都道府県＞市町村。各セクターでの理解促進。（中長期）

地域の活性化に繋げるには何が必要なのか？

• 電力自由化・系統増強・海外勢の参入に備えて、地域からも声を上げる。

• 地域と発電事業者、メーカとのワークシェアリング。

• 大規模発電以外にも、風力エネルギーの地域での利活用方法も探求。

今後は？
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